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東
京
の
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
た
東
京
農
業
大
学
の

収
穫
祭
が
、
一
〇
月
三
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
今

年
の
収
穫
の
喜
び
を
祝
う
と
共
に
三
年
前
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復
興
、
福
島
第
一
原
発
の

完
全
解
決
を
祈
る
気
持
ち
を
込
め
た
収
穫
祭
で
も
あ

る
。
本
学
は
創
立
一
二
三
年
を
迎
え
る
。
こ
の
収
穫

祭
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

そ
し
て
学
生
は
ど
の
よ
う
な
事
に
燃
え
た
の
だ
ろ

う
か
？ 

大
学
史
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
昔

の
収
穫
祭
に
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
。 

 〇 
収
穫
祭-

そ
の
歴
史  

本
学
に
於
け
る
収
穫
祭
・・
・当
初
は
運
動
会
と
称

し
て
い
た
・・
・は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）一
〇
月
に

東
京
高
等
農
学
校
教
頭
（
後
初
代
学
長
）横
井
時
敬

が
、
幹
事
長
（
後
二
代
学
長
）吉
川
祐
輝
の
発
意
で
二
子
多
摩
川
原

に
遠
足
会
を
催
し
た
。
そ
の
折
余
興
と
し
て
運
動
競
技
そ
の
他
種
々

の
催
し
が
行
わ
れ
た
、
こ
れ
が
今
日
の
農
大
収
穫
祭
の
最
初
で
あ

る
。
こ
れ
に
引
き
続
い
て
翌
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
一
月
世
田
谷

松
蔭
神
社
境
内
で
、
前
年
同
様
の
遠
足
会
を
兼
ね
運
動
会
を
挙
行

し
た
。
越
え
て
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）に
至
って
一
一
月
に
青
山

に
あ
った
本
尾
家
原
に
お
い
て
初
め
て
純
然
た
る
運
動
会
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
の
余
興
と
し
て
は
不
調
和
行
列
、
滑
稽
行
列
、
社
会
諷

刺
行
列
、
農
事
改
良
踊
、
そ
の
他
、
お
国
自
慢
の
舞
踊
等
が
競
技
の

合
間
に
加
え
ら
れ
て
、
数
千
の
観
客
を
集
め
一
躍
に
し
て
都
下
に
名

声
を
博
し
た
。 

そ
の
後
回
を
重
ね
る
に
従
い
益
々
余
興
は
演
練
さ
れ
、
つ
い
に
青

山
名
物
の
運
動
会
に
な
った
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
は
横
井
校
長
が
非
常
に
盆
踊
り
を
愛
好
さ
れ
そ
れ
を
奨

励
さ
れ
た
こ
と
と
、
又
運
動
競
技
に
お
い
て
も
当
時
檜
舞
台
で
あ
っ

た
駒
場
の
農
科
大
学
（
現
東
京
大
学
農
学
部
）
の
運
動
会
に
本
校
の

生
徒
、
副
島
儀
作
、
川
上
政
彦
が
選
手
と
し
て
出
場
し
初
め
て
都

下
学
生
競
技
に
入
賞
、
又
翌
年
に
お
い
て
も
入
賞
す
る
こ
と
な
ど
も

あ
って
、
東
京
学
生
競
技
会
の
覇
権
を
握
った
こ
と
が
母
校
運
動
会
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
な
し
た
も
の
と
思
う
。
ク
ラ
ス
対
抗
競
技
に

優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一

一
）
の
第
七
回
運
動
会
か
ら
で
あ
る
。 

以
来
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
第
一
二
回
運
動
会
ま
で
は
殆
ど

毎
年
、
余
興
を
中
心
と
し
た
運
動
会
が
本
尾
家
原
で
盛
大
に
繰
り

拡
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
わ
け
で
、
当
時
見
物
人
も
非
常

に
多
く
来
場
し
場
内
整
理
の
た
め
に
入
場
券
を
発
行
し
て
一
般
入

場
者
を
制
限
し
た
ほ
ど
で
あ
った
。
又
当
時
の
学
生
は
誰
も
が
一
様
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に
ク
ラ
ス
の
決
議
を
甘
受
し
、
一
致
団
結
し
優
勝
旗
の

獲
得
に
あ
る
い
は
余
興
の
上
演
に
若
き
血
を
沸
か
し
た

も
の
で
、
運
動
会
当
日
一
人
と
し
て
欠
席
す
る
よ
う
な

不
届
き
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
様
な
経
過
を
た
ど
り
農

大
運
動
会
は
益
々
都
下
に
名
声
を
博
し
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
第
八
回
の
運
動
会
に
は
、
賀
陽
宮
恒
憲

王
、
久
邇
宮
朝
融
王
の
両
殿
下
の
観
覧
が
あ
っ
た
な
ど

そ
れ
程
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
宮
様
方
が
私

立
学
校
の
催
し
に
出
掛
け
ら
れ
た
こ
と
は
前
例
が
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に

至
り
本
尾
家
原
が
住
宅
と
な
っ
た
の
で
渋
谷
の
氷
川
神

社
裏
（
現
國
學
院
大
学
）
の
空
地
を
陸
軍
省
か
ら
借
り

受
け
、
同
年
第
一
三
回
運
動
会
を
同
処
で
開
催
し
た
。

以
来
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
〇
月
の
第
二
一
回
の

運
動
会
ま
で
こ
の
氷
川
神
社
裏
で
毎
年
行
って
来
た
。
こ

の
間
の
九
年
間
は
運
動
会
に
対
し
熱
が
最
も
昇
っ
た
時

代
で
、
こ
の
頃
が
農
大
運
動
会
の
黄
金
時
代
と
言
え
よ

う
。
従
って
余
興
も
豪
華
を
極
め
、
農
大
の
徽
章
を
染
め

抜
い
た
浴
衣
、
別
誂
え
の
手
拭
、
花
笠
、
白
足
袋
と
い
う

衣
裳
で
踊
っ
た
も
の
で
あ
る
。
又
踊
り
に
つ
い
て
は
そ
の

振
り
付
け
、
顔
の
作
り
等
皆
専
門
家
を
招
い
て
指
導
し

て
も
ら
った
の
で
あ
る
。
今
日
大
根
踊
り
と
し
て
歌
わ
れ

る
青
山
ほ
と
り
の
「
お
嫁
に
行
く
な
ら
お
娘
さ
ん
よ
、
お

百
姓
さ
ん
へ
行
か
し
ゃ
ん
せ
」
の
歌
は
、
こ
の
時
代
大
正

一
二
年
（
一
九
二
三
）
高
等
科
三
年
の
ク
ラ
ス
応
援
歌

で
あ
った
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
至
り
氷
川
運
動

場
が
國
學
院
大
学
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
学

校
当
局
は
川
崎
の
中
原
に
約
六
千
坪
の
土
地
を
購
入

し
、
運
動
場
を
設
置
し
、
翌
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

一
〇
月
行
わ
れ
た
第
二
二
回
運
動
会
か
ら
昭
和
一
七

年
（
一
九
四
二
）ま
で
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
。 

そ
の
後
大
東
亜
戦
争
が
益
々
は
げ
し
く
な
る
に
従
い

運
動
会
と
い
う
名
称
で
は
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

＊横井校長(当時)が奨励された盆踊り（本尾家原） 

＊本尾原で開催された収穫祭 ＊本尾原付近略図（港区南青山４丁目付近） 
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な
り
、
又
一
方
文
部
省
の
通
達
で
仮
装
行
列
或
は
踊

等
も
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
農
友

会
は
時
代
に
適
応
し
て
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
、

全
面
的
に
会
の
機
構
を
改
正
し
名
称
も
報
国
農
友
会

と
改
め
、
運
動
会
、
新
聞
部
、
斯
友
会
、
消
費
組
合
等

あ
ら
ゆ
る
学
生
団
体
を
傘
下
に
収
め
、
体
制
を
整
え
戦

時
下
に
相
応
し
い
活
動
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
改
革
に
依
っ
て
従
来
の
運
動
会
は
収
穫
祭
に
改
め
ら

れ
た
。 

 〇 

運
動
会
か
ら
収
穫
祭
へ 

第
一
回 

収
穫
祭 

一
万 

 
 

 
 

 

の
観
衆
を
擁
し
収
穫
祭
盛
会
裡
に
終
わ
る 

 

（農
大
新
聞 

昭
和
一
六
年
一
一
月
二
〇
日
） 

第
一
回
収
穫
祭
は
一
〇
月
二
六
日
元
住
吉
本
学
運

動
場
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
当
日
早
朝
よ
り
時
雨

気
味
に
て
当
事
者
を
し
て
甚
だ
憂
色
濃
か
ら
し
め
た
の

で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
式
典
始
ま
る
頃
合
い
よ
り
雲
間

に
青
空
す
ら
見
せ
漸
く
愁
眉
を
開
か
せ
た
の
で
あ
る
。

午
前
八
時
三
〇
分
、
各
関
係
者
全
員
参
集
し
神
官
の

朗
々
た
る
祝
詞
の
奏
せ
ら
れ
る
と
共
に
収
穫
祭
式
典
は

執
り
行
わ
れ
、
次
い
で
学
長
以
下
各
関
係
代
表
、
而
し

て
最
後
に
学
生
代
表
の
玉
串
奉
奠
を
以
て
九
時
式
典

を
終
了
し
た
の
で
あ
る
。 

畜
産
学
科
の
教
授
で
あ
っ
た
吉
村
喜
彦
は
「
第
一
回

収
穫
祭
の
思
い
で
」を
こ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。 

当
時
の
本
学
は
、
予
科
（
現
在
の
高
校
に
相
当
）
・
専

門
部
（
現
在
の
短
大
に
相
当
）
（
農
学
科
・
農
芸
化
学
科

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ・

農
業
拓
殖
学
科
・
農
業
工
学
科
・
農
村
経
済
科
の
五

科
）
・
農
学
部
（
現
在
の
四
年
制
大
学
に
相
当
）
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
学
生
総
数
二
三
〇
〇
名
ぐ
ら
い
で
あ
った
為

大
学
行
事
は
い
つ
も
全
員
参
加
だ
った
。 

さ
て
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）ま
で
、
運
動
会
の

名
の
も
と
で
、
予
科
・
専
門
部
・
農
学
部
各
科
対
抗
の
競

技
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
各
科
と
も
最
も
力

を
入
れ
た
の
が
仮
装
行
列
・
野
外
劇
で
あ
った
。
昭
和
一

二
年
（
一
九
三
七
）よ
り
日
支
事
変
（
日
中
戦
争
）が
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
お
り
、
物
資
は
次
第
に
不
足
気
味
に
な
り
、
衣
料

品
の
配
給
切
符
制
度
（
切
符
が
な
い
と
タ
オ
ル
一
枚
も

買
え
な
い
制
度
）
は
正
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
時
代
的
背
景
の
も
と
で
、
第
二
次
大
戦
へ
向
って
進

行
し
て
い
った
の
で
あ
る
が
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）

に
入
っ
て
省
か
ら
「
今
後
大
学
・
高
専
に
お
け
る
運
動
会

の
衣
装
・
装
飾
等
は
物
資
節
約
の
機
か
ら
禁
止
す
る
。
」

と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

天
下
の
農
大
（
当
時
私
学
で
農
学
部
の
あ
る
大
学
は

東
京
農
業
大
学
だ
け
で
あ
っ
た
。
）
す
こ
し
も
騒
が
ず
、

収
穫
祭
で
仮
装
行
列
を
行
い
た
い
が
如
何
と
お
伺
い
を

た
て
る
と
「
収
穫
祭
な
ら
ば
差
し
つ
か
え
な
し
。
」
と
返

答
が
あ
った
。 

全
国
の
大
学
・
高
専
で
仮
装
行
列
が
認
め
ら
れ
た
の

は
他
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
年
は
じ
め

て
今
ま
で
の
運
動
会
の
名
称
を
や
め
、
第
一
回
収
穫
祭

の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
時
、
少
な
い
材
料
で
ア
ー
チ
を
造
っ
た
学
生
の
一

 

元住吉グランドで行われた第 1 回収穫祭のアーチ 収穫祭応援団集合写真 

 



4 

 

人
が
私
で
あ
った
。 

さ
て
、
当
時
の
収
穫
祭
で
あ
る
が
、
今
の
よ
う
に
、
文

化
学
術
展
と
か
模
擬
店
な
ど
は
な
く
、
一
日
だ
け
の
各

科
対
抗
競
技
、
中
で
も
仮
装
行
列
、
野
外
劇
が
農
大
の

名
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
優
勝
す
る
の
は
予
科

で
あ
り
、
農
学
部
の
先
輩
た
ち
は
自
分
達
の
出
し
物
よ

り
予
科
の
出
し
物
を
心
配
し
、
予
科
を
優
勝
さ
せ
る
こ

と
に
心
を
く
ば
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。
こ
の
第
一
回
収

穫
祭
の
出
し
物
で
私
が
は
っ
き
り
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。
第
一
位
の
予
科
と
第
二
位
の
専

門
部
農
学
科
の
出
し
物
で
あ
る
。 

予
科
の
出
し
物
は
、
作
業
服
に
鍬
を
担
っ
た
当
時
の

軍
隊
式
行
進
と
、
幼
椎
園
の
先
生
と
生
徒
に
ふ
ん
装
し

た
行
進
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
劇
の
内
容
は
当
時

の
時
局
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
、
勤
労
精
神
を
強
調
す

る
演
技
と
勇
ま
し
い
歌
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
園
児
の
遊

戯
（
兵
隊
さ
ん
よ
あ
り
が
と
う
）
で
数
人
の
有
志
が
、
わ

ざ
わ
ざ
幼
稚
園
へ
出
か
け
て
習
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。 第

二
位
の
専
門
部
農
学
科
の
出
し
物
は
、
象
（
張
り

こ
で
実
物
大
）
を
先
頭
に
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
イ
ン
ド
風

の
服
装
の
仮
装
行
列
で
、
グ
ラ
ン
ド
の
中
央
で
円
形
の
環

を
つ
く
り
、
ス
ペ
イ
ン
舞
曲
の 

「
ボ
レ
ロ
」
を
踊
った
の
で
あ

る
。 そ

の
優
稚
さ
、
振
り
つ
け
の
勇
壮
さ
と
そ
の
イ
ン
テ
リ 

ジ
ェ
ン
ス
は
、
全
く
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
った
。 

現
在
と
違
っ
て
学
生
数
は
、
二
〇
〇
〇
人
、
教
職
員

総
数
一
〇
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
収
穫
祭
は
教
職

員
も
全
員
参
加
し
た
。
そ
の
参
加
の
形
式
は
、
収
穫
祭

が
終
る
頃
、
グ
ラ
ン
ド
一
杯
に
広
が
って
円
形
を
作
り
農

大
音
頭
を
踊
った
の
で
あ
る
。
今
で
も
そ
の
曲
は
よ
く
憶

え
て
い
る
。 

 

一 

ぐ
る
り
囲
ん
で
（コ
リ
ャ
サ
）
農
大
音
頭 

 
 

 

さ
す
手
ひ
く
手
に
稲
穂
の
波
も 

 
 

 
  

（
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
ナ
） 

 
 

  
  

（サ
ラ
リ
サ
ラ
リ
ト
サ
ラ
リ
ト
ナ
） 

 
 

 

つ
れ
て
踊
る
よ
つ
れ
て
踊
る
よ
黄
金
色 

 

二 

月
は
ほ
の
ぼ
の
（コ
リ
ャ
サ
）
踊
り
は
は
ず
む 

 
 

 
故
郷
に
残
し
た
あ
の
娘
の
事
も 

（ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
ナ
） 

 
 

  
  

（サ
ラ
リ
サ
ラ
リ
ト
サ
ラ
リ
ト
ナ
） 

 
 

 

今
宵
忘
れ
て
今
宵
忘
れ
て
一
踊
り 

（以
下
省
略
） 

 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
の
ど
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
収
穫
祭

は
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
第
二
回
を
最
後
に
、
第

二
次
大
戦
激
化
の
た
め
、
昭
和
一
八
年
か
ら
昭
和
二

〇
年
ま
で
中
止
と
な
った
。 

 

○ 

戦
前
最
後
の
収
穫
祭 

 
 

昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日 

こ
の
戦
前
最
後
の
収
穫
祭
に
予
科
の
学
生
で
あ
った
農

芸
化
学
科
（現
生
物
応
用
化
学
科
）教
授
の
蜷
木
翠
は
、

自
ら
参
加
し
た
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
秋
の
収
穫
祭
、
運
動
会

や
野
外
劇
は
住
吉
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
東
横
線
元
住
吉
駅
下

車
）
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
、
二
〇
日
程
前
（
で
あ
った
と
思 ＊中川音五郎(大正 7年卒)画 農大かるた ※昭和 55年収穫祭にて展示 
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う
が
）
、
予
科
・
学
部
の
先
輩
方
が
数
人
私
共
の
予
科
一

年
の
教
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
て
、
「
収
穫
祭
に
協
力
し
て

く
れ
。
そ
の
気
が
あ
る
も
の
は
、
手
を
上
げ
ろ
。
放
課
後

教
室
の
前
に
残
れ
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
収
穫
祭
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
った
。 

桃
太
郎
の
鬼
退
治
を
野
外
劇
で
や
る
。
鬼
と
は
米
英

の
こ
と
だ
。
そ
の
チ
ビ
は
桃
太
郎
を
や
れ
。
お
前
は
犬
、

お
前
は
猿
、
お
前
は
雉
、
鬼
は
デ
カ
イ
奴
（
当
時
の
先
輩

は
、
君
～
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
よ
う
な
言
葉

使
い
は
し
な
か
っ
た
）
と
い
う
具
合
い
に
、
役
割
は
直
ち
に

決
ま
った
。
チ
ビ
で
あ
る
私
は
桃
太
郎
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
毎
日
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
四
～
五
日
は
歩

く
練
習
を
し
た
。
チ
ビ
な
り
に
大
股
で
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
、
音
楽
（
モ
ー
モ
タ
ロ
さ
ん
、
モ
モ
タ
ロ
さ
ん
、
と
い
う
例

の
童
謡
で
あ
る
）に
合
わ
せ
て
進
め
。
犬
・
猿
・
雉
も
練
習

し
て
い
た
。
衣
装
や
小
道
具
は
当
日
ま
で
に
作
っ
て
お

く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
収
穫
祭
の
当
日
、
約
束
時

刻
に
、
準
備
場
所
に
集
ま
った
。
桃
太
郎
の
衣
装
は
鮮
や

か
な
紙
の
短
袴
と
陣
羽
織
、
襟
な
ど
は
色
紙
が
張
り
合

わ
せ
て
あ
っ
た
。
持
参
の
和
手
拭
い
に
日
の
丸
を
付
け
た

鉢
巻
を
し
、
紙
織
り
を
張
り
付
け
竹
竿
を
脊
に
縛
り

付
け
、
玩
具
の
刀
を
腰
に
差
し
た
。
犬
、
猿
、
雉
も
若

干
の
紙
衣
装
を
付
け
、
手
足
や
顔
に
色
を
塗
っ
た
。
そ

れ
ら
し
く
な
っ
た
。
鬼
は
裸
に
直
接
色
を
塗
り
た
く

り
、
顔
に
も
着
色
、
ふ
ん
ど
し
を
締
め
、
角
を
付
け
た

鉢
巻
を
し
、
牙
を
歯
に
差
し
込
ん
だ
。
赤
鬼
・
青
鬼
、
一

角
・
二
角
、
胸
や
背
中
に
、
米
、
英
、
と
黒
々
と
書
か
れ

て
い
た
。
鬼
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
来
た
百
姓
も
か
な
り
い

た
。
そ
の
場
で
適
当
に
動
員
し
て
振
り
付
け
た
の
で
あ

ろ
う
。
鬼
退
治
劇
が
終
わ
る
と
、
後
は
号
令
一
過
全
員

青
山
ほ
と
り
だ
。
踊
っ
て
踊
っ
て
衣
装
な
ど
壊
れ
る
ほ
ど

踊
っ
て
出
口
に
引
き
上
げ
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
、
全
て
青

山
ほ
と
り
で
壊
し
て
、
予
科
の
野
外
劇
は
終
わ
った
。
良

く
で
き
た
、
と
先
輩
達
か
ら
誉
め
ら
れ
た
。
好
評
価
を

得
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、
裸
の
鬼
は
か

な
り
寒
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
実
に
素
朴
で
爽
や
か
な

戦
時
中
最
後
の
収
穫
祭
で
あ
っ
た
。
農
民
の
収
穫
を
心

か
ら
、
さ
さ
や
か
に
祝
う
祭
り
で
あ
っ
た
。
な
に
ご
と
も

上
辺
よ
り
も
心
が
大
切
と
思
い
た
い
。
翌
昭
和
一
八
年

（
一
九
四
三
）
に
は
収
穫
祭
は
行
わ
れ
ず
、
や
が
て
私
ど

も
の
多
く
は
学
徒
動
員
で
故
郷
の
部
隊
に
入
営
し

た
。
」 

次
に
行
わ
れ
た
収
穫
祭
は
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
一

年
（
一
九
四
六
）
一
一
月
一
日
、
現
在
の
世
田
谷
の
地

で
開
催
さ
れ
、
以
来
創
立
年
を
冠
し
た
収
穫
祭
が
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ま
た
厚
木
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
で
も
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

＊
創
立
五
〇
周
年
記
念
運
動
会
ポ
ス
タ
ー 

昭
和
一
五

年(

一
九
四
〇) 

＊
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
と
供
に
開
催
さ
れ
た
収
穫

祭
の
ポ
ス
タ
ー 

昭
和
二
五
年(

一
九
五
〇) 



6 

 

〇 

大
根
踊
り
と
収
穫
祭 

さ
て
、
今
で
は
農
大
と
い
え
ば
、
「
青
山
ほ
と
り
」
、
通

称
「
大
根
踊
り
」
と
い
わ
れ
る
程
有
名
な
応
援
団
の
演
舞

が
あ
る
。
こ
の
誕
生
秘
話
で
あ
る
。 

農
大
を
巣
立
っ
て
行
っ
た
卒
業
生
、
ま
た
農
大
生
な

ら
誰
で
も
知
って
い
る
。 

そ
う
、
あ
の
歌
で
あ
る
。
現
在
で
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
等

に
よ
り
「
大
根
踊
り
」
の
愛
称
で
全
国
の
人
々
に
親
し
ま

れ
、
農
大
と
言
え
ば
、
あ
の
「
青
山
ほ
と
り
」と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
った
。 

箱
根
駅
伝
を
始
め
と
す
る
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
全

学
応
援
団
の
学
生
が
大
根
二
本
を
両
手
に
持
ち
片
足

を
右
、
左
に
蹴
り
出
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
両
手
に
持
っ

た
大
根
を
振
り
上
げ
る
。 

一
回
見
れ
ば
直
ぐ
に
覚
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
実
に

単
純
な
踊
り
で
あ
る
。
そ
の
歌
詞
は
こ
う
で
あ
る
。 

 

「農
大
生
元
気
あ
る
か
い 

 
[

押
忍
（オ
ス
） 

押
忍
（オ
ス
） 

押
忍
（オ
ス
）] 

 
 

 

苦
し
き
と
き
の
父
と
な
り 

 
 

悲
し
き
と
き
の
母
と
な
り 

 

楽
し
き
と
き
の
友
と
な
る 

い
ざ
歌
わ
ん
か
な 

踊
ら
ん
か
な 

 

農
大
名
物
青
山
ほ
と
り
」 

 

一 

青
山
ほ
と
り
常
盤
松 

聳
（
そ
び
）ゆ
る
タ
ン
ク 

 
 

 

は
我
母
校 

何
時
も
元
気
は
山
を
抜
く 

農
大
健
児
の

意
気
を
見
よ 

今
日
も
勝
た
ず
に
お
く
も
の
か 

 

そ
り
ゃ
突
き
飛
ば
せ 

投
げ
飛
ば
せ 

 

二 

お
前
達
や
威
張
った
って
知
っち
ょ
る
か 

お
米
の 

 

実
（な
）る
木
は
知
り
ゃ
す
ま
い 

知
ら
な
き
ゃ
教
え
て
あ
げ
よ
う
か 

お
い
ら 

が
農
場
へ
つ
い
て
こ
い 

金
波
銀
波
の
打
つ
様
は 

そ
り
ゃ
踊
り
ゃ
ん
せ 

踊
り
ゃ
ん
せ 

 
 三 

農
大
健
児
は
す
ま
な
い
が 

お
米
の
実
る
木
が
つ 

い
て
い
る 

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い 

人
間
喰
わ
ず
に
生

き
ら
り
ょ
か 

命
あ
って
の
物
種
じ
ゃ 

 
 

 
 

 

そ
り
ゃ
惚
れ
り
ゃ
ん
せ 

惚
れ
り
ゃ
ん
せ 

 四 

お
嫁
に
行
く
な
ら
お
娘
さ
ん
よ 

お
百
姓
さ
ん 

に
行
き
ゃ
し
ゃ
ん
せ 

難
し
い
事
は
抜
き
に
し
て 

ち
ょ
っ
く
ら
考
え

御
覧
（ご
ろ
う
）じ
ろ 

お
腹
の
貧
（ひ
も
）じ
い
事
は
な
い 

 

そ
り
ゃ
結
婚
せ 

結
婚
せ 

こ
の
歌
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
今
か
ら
九

〇
年
前
で
あ
る
。
当
時
本
学
の
専
修
科
に
在
学
中
で
あ

っ
た
市
山
正
輝
が
作
詞
し
た
も
の
で
農
大
を
讃
え
、
東

京
府
民
に
農
業
の
尊
さ
を
訓
え
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

歌
詞
で
あ
る
。 

曲
は
市
山
の
出
身
地
北
海
道
湯
の
川
温
泉
付
近
で

歌
わ
れ
て
い
た
曲
を
取
り
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

当
時
の
学
生
の
気
質
に
一
致
し
、
学
生
に
広
く
愛
唱
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さ
れ
、
野
球
や
相
撲
、
陸
上
競
技
の
応
援
で
歌
わ
れ

た
。 こ

の
様
な
記
事
が
あ
る
。 

昭
和
七
年
五
月
七
、
八
日
「青
山
ほ
と
り
」に
大
根
を

持
って
応
援 

 
 

 
 

 

（農
大
新
聞 

昭
和
七
年
五
月
二
五
日
） 

関
東
学
生
相
撲
連
盟
大
会
が
国
技
館
に
於
い
て
華

々
し
く
開
か
れ
た
。 

農
大
応
援
団
は
、
白
紋
付
き
姿
の
団
長
人
参
一
本
を

片
手
に
や
お
ら
立
ち
上
が
り
、
人
参
一
振
り
、
三
百
の

農
大
軍
大
根
を
片
手
に
「お
嫁
に
行
く
な
ら
」の
蛮
声
を

は
り
上
げ
場
内
を
圧
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
分
当
時
の
応
援
は
各
自
が
人
参
や
大
根
を
振
り

な
が
ら
蛮
声
を
張
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

で
は
今
の
よ
う
な
踊
り
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
の
は
何

時
か
ら
だ
ろ
う
？
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
った
。 

今
の
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
た
の
は
加
藤
日
出
男
（
現
「
若
い

根
っこ
の
会
」
会
長
）
で
あ
る
。 

加
藤
は
読
売
新
聞
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
こ
の
よ
う
に
語

って
い
る
。 

復
興
の
街
笑
い
呼
ぶ
「
大
根
踊
り
」
箱
根
応
援
で
お
な

じ
み
に 

 
 

 

 

（“東
京
の
記
憶
”読
売
新
聞 

企
画
・連
載
） 

初
演
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
〇
月
、
渋
谷

の
ハ
チ
公
前
だ
った
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
って
現
れ
た
の
は
、
東

京
農
大
の
「
収
穫
祭
宣
伝
隊
」
の
学
生
た
ち
。
法
被
姿

で
、
両
手
に
大
根
を
持
ち
、
歌
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊

り
出
し
た
。  

突
然
の
光
景
に
、
道
行
く
人
は
あ
っ
け
に
取
ら
れ
て

足
を
止
め
た
。
だ
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
を
眺
め
る
う

ち
に
、
み
る
み
る
笑
い
顔
が
広
が
っ
た
。
踊
り
終
え
た
宣

伝
隊
は
、
用
意
し
た
大
根
一
〇
〇
〇
本
を
た
だ
で
配
っ

た
。 騒

ぎ
を
聞
き
つ
け
て
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
は
、
わ
れ

先
に
と
大
根
を
奪
う
よ
う
に
取
っ
て
い
っ
た
が
、
誰
も
が

笑
顔
で
「
学
生
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」
と
声
を
か
け

た
。 「大

根
を
持
って
踊
れ
と
い
う
の
か
。
バ
カ
に
す
る
な
」 

最
初
、
応
援
団
員
は
猛
反
発
し
た
。
大
根
役
者
な
ら

ぬ
「
大
根
応
援
団
」
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ

か
。 要

は
、
格
好
悪
い
と
い
う
わ
け
だ
。
踊
っ
た
後
に
大
根

を
配
って
は
ど
う
か
と
も
提
案
し
た
。 

「
我
々
も
腹
を
す
か
せ
て
い
る
ん
だ
」
。
さ
ら
に
反
発

さ
れ
た
。
理
屈
で
だ
め
な
ら
、
実
際
に
見
て
も
ら
う
し

か
な
い
。 

自
分
で
考
え
た
踊
り
を
後
輩
た
ち
の
前
で
踊
っ
て
み

せ
る
と
、
み
ん
な
腹
を
抱
え
て
笑
った
。 

加
藤
も
踊
り
な
が
ら
笑
っ
た
。
腹
の
底
か
ら
笑
い
合
っ

た
後
、
「
平
和
と
い
う
の
は
、
人
々
に
笑
え
る
自
由
が
あ

る
こ
と
で
は
な
い
の
か
」
と
気
づ
い
た
。
大
学
当
局
か
ら
も

説
明
を
求
め
ら
れ
た
。 

「農
大
は
、
作
物
の
収
穫
増
だ
け
を
追
求
し
て
い
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
」
。 

大
根
踊
り
で
笑
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
大
根
を
配
っ
て
喜

ん
で
も
ら
う
。
そ
れ
こ
そ
、
本
物
の
収
穫
祭
だ
と
熱
弁

を
振
る
った
。
加
藤
に
は
一
つ
の
計
算
が
あ
った
。
街
の
真

ん
中
で
大
根
を
持
って
踊
れ
ば
、
き
っと
新
聞
に
載
る
。 

白
く
て
太
い
大
根
な
ら
、
写
真
も
映
え
る
は
ず
。
に

ら
ん
だ
通
り
、
全
国
紙
に
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
下
割
愛
） 

創
立
一
二
三
年
目
の
収
穫
祭
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
る

よ
う
な
楽
し
い
祭
り
に
な
って
欲
し
い
。 

名
誉
教
授 

内
村 

泰 

     

第
一
二
三
回
収
穫
祭
ポ
ス
タ
ー 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四) 
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